
学 会 記 事

座長 新井 弘之

3.正常人と血栓性疾患におけるアスピリン

超微量投与の血小板機能に対する影響

伊藤 粋子 真̀田 えい (謂 南病院)渡部 透

布施 一郎 ･服部 晃 (誓空臨 学)

4.EicosapentaenoicAcid(EPA)による
血液性状の変化

葉等 慧 :宏蔑 豊彦(野/AL;譜養)
小池 亮子 .小山 晃 璃 経常科大 学)宮武 正

高橋壮一郎 (謂 赤十字病院)

鈴木 正博 ･川瀬 康裕 ( 同 神経内科)

渡辺 正雄 ･外山 字 ( 同 脳 外 科)

座長 本間 義章

5. トロンボキサン合成酵素阻害剤 OKY-046

による実験的脳血管撃鮪の予防

大杉繁昭･石井 錬二田中隆一 (藍粘 学)

6. 先天性異常アンチ トロピン皿

｢AT皿 Toyama｣の構造解析

小出武比古 (要塞笈等)
高橋 薫 ･馴 信男 (葦崖医薬大)

血栓性静脈炎を頻発した先天性ATⅢ異常症の患者血

祭より得られた異常ATⅢの機能異常をアミノ酸レベル

で明らかにすると共に,ATⅢ とヘパリンとの結合に本

質的に重要なアミノ酸残基を同定する目的で.異常ATⅢ

(ATⅢToyama)の構造解析を行った.
純化した異常および正常ATⅢをそれぞれプロムシア

ンで分解して得られた大小11種類のフラグメントをさら

に トリプシンで消化し.高速液体クロマトグラフィーで

分離した結果.83残基のアミノ酸よりなるCNⅢフラグ

メント中より異常ペプチドを単離同定した.そのペプチ

ドのアミノ酸配列を決定したところ異常 ATⅢでは

Arg-47が Cysに置換されていることが分った･Arg-
47に対するDNAの塩基配列はCGTと決定されてお

りC-Tの1塩基置換が ATⅢToyamaにおけるア

ミノ酸置換の遺伝的原因と考えられる.また ATⅢ

Toyamaが heparin結合能を全く失った ATⅢであ
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ることから Arg-47が ATⅢのヘパ リン結合に重要な
アミノ酸残基であることが示唆された.

帰 朝 講 演

司会 野村 穣一

スウェーデンにおける 1年間の研究生活

山梨医科大学第二内科

小 林 勲 助教授

特 別 兼 漬

キニンと血栓症

司会 ≡柴田 昭

佐賀医科大学内科教室

斎 藤 英 彦 教授

第 8回新潟血栓止血研究会

日 時 昭和59年 5月12日

場 所 上越医師会館

幹事 野村 穣一

一 般 演 題

座長 坂下 勲

1.脳梗塞の血小板機能と再発について

高橋壮一郎 ･荒井 典弘 (謂 赤十字病院)

鈴木 正博 ( 同 神経内科)

外山 字 ･渡辺 正雄 ( 同 脳 外 科)

川瀬 康裕 (蒜孟 宗 病 院)

2. ウロキナーゼ療法における a21PIの

変動

本間 義章 塙 欝 ㌘ 院)

松林 俊衛(設基 病院)
目的:ウロキナーゼ (UK)の線溶効果は α2plas-

mininhibiterを50%以上減少させないと期待できない

が.脳梗塞に対して行われている現在の投与法は α2PI

をどこまで減少させうるか検討した.

対象と方法 :新鮮な脳梗塞を対象とした.第一の方法

は UR 2.4万単位をワンショット静注後,12万単位を2

時間で点滴静注するもの,第二の方法は,第-の方法に
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12万単位の点滴静注を更に10時間後に追加する方法.第

三の方法は12万または24万単位を 1日1回ワンショット

で静注するものである.

結果 :第一の方法では α2PIの減少率は25%(n-16,

P<0.001)にすぎなかった.第二の方法では35.7%(n-9,

P〈O.01)であり,5日間続けても有意な減少はみられ

なかった,第三の方法では12万ワンショットで38%.24

万ワンショットで40%にとどまった.

結論 :現在行われている UKの投与法ではその線溶

効果は全く期待できない.

座長 渡辺 渡

3. 原発性血小板血症の 2例

-Melphalan療法の経験一

飯泉俊雄.村田 徹(詣吉田病院)

長山 礼三 ･服部 晃(誓濁音学)

4.Psychogenicpurpuraの 1例

描 隆歪:豪語~宕(雷撃吉宗)

特 別 講 演

司会 柴凹 昭

｢組,% プ ラス ミノーゲ ンアクチベータによる

血栓溶解療法の可能性｣
近畿大学生理学第二教室

松 尾 理 教授

第9回新潟血栓止血研究会

日 時 昭和59年11月10日

場 所 新潟グランドホテル

幹事 坂下 勲

一 般 演 題

1. 急性心筋梗塞に対す る

バ イパ ス手術の検討

春谷 重孝 ･竹内
坂下 勲

岡部 正明 ･大滝
松岡 東明

座長 坂下 勲

PTCR後の A-C

誼(孟措昌病院)

英二 (同循環器内科)

2. 急性心崩梗塞に対す る冠動脈内血栓溶解法

と経度的経菅性冠動脈形成術の併用

韻 垂琶;詣 蓋芸(嘉娼謂院)

座長 高橋壮一郎

3. 慢性期脳血管障害におけ る血液粘度の 日内

変動について

退去 買翌 :資装 龍霊 (緒 諾 脳研究所)

長島 勝 ( 同 脳神経外科)

脳梗塞が就寝時及び朝方に多く発症する事実と,Ht,

血液 ･血栄枯度,血圧の日内変動との関連をみた.慢性

期脳梗塞患者45名 (穿通枝梗塞19名,皮質枝梗塞18名,

皮質枝+穿通枝梗塞8名),老年対照者15名,若年対照

者 5名について,lo曝.16時,22時,翌4時の時刻に上

記四項目を測定した.Ht,血液粘度は22時に最小,午前

10時に最大となる日内変動を示した.22時の値を 100%

とした時の午前10時 Ht変動率,血液枯度変動率は,脂

梗塞群が老年及び若年対照群より有意に大きく,また穿

通枝群が皮質枝群より有意に大きかった.Ht増加,血

液精度増加は脳血流低下をもたらすと言われる.脳梗塞

群,とりわけ穿通枝群では夜間より朝方にかけて脳血流

低下の程度が大きいと推測される.これらより夜間から

朝方にかけて.Ht,血液粘度の増加の大きいことも脳梗

塞発症の危険因子となりうる可能性があると思われる,

血圧,血党粘度は明らかな日内変動を示さなかった.

4. 乳児 ビタミンK欠乏性出血症のスク リーニ
ングテス ト成績
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5. 著明な DIC所見を示 した悪性高熱症

の 1例

真田
曽我謀臣:窮 恒要(監霊謂病院)
本田 拓 ( 同 外科)

岡崎 悦夫 ( 同 病理)

症例 :16才男子高校生.屋外でのラグビー練習中に倒


